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工藤英明先生の6也ICT王）のレセプションにおける講演

Our15YbarsOldICTP

Mr．Chairmanandmeml）erSOftheOrganizingCommittee．

DearColleaguesandfriends．

LadiesandGentleman．

Firstofall，IcongiatulateProf．Geiger，hisconea訂leSandsllPPOrterS“ICTPTbam”on

havingorganizedthe6thht．Con飴renceonTbclm010gyofPlasticitYSOSuCCeSSfullyand

Splenお山y

Takingthisopportmity，Iwouldliketoextendmyheartycongratulationtomysenior

conea卯＿eSDr．DavidPughandProf．KurtLangeOnhavingwonyesterdaytheJSTP

IntemationalPrizeforResearch＆DevelopmentinPrecisionForging．

This seems to be many gueStS here who are not familiarwiththe word．“TPD or

“teclm0logyofplasticity”，thes血jectofotupresentconfer占nce．Letmemakeabrief

remarkond止sword．

PlasticityorBildsamkeitinGermanisamaterialpropertythatiseasilydeformedor

shaped hke clay．Tbclm010gy ofplasticity meanS a teClm010gy whichmakesllSe Of

plasticitYaSinthecaseof，forexamPle，makingsteeloraluminumSheets，bars，tubes，

bolts，nlltS，CarCOmPOnentSand．soon，inordertoraisestandardoflivingofhumankind

withmimimunmaterialconsumPtion．

TheTeclm010gyofplasticityhasthusbeenoneofthelongestteclm0logyofthemankind

whichstartedwithmakingofearthenwareandmetauicware，

We are nowcelel〕rationthe6thbirthdayoftheICTPwhoiso臨cialb15yearSOld．

Actuallytheideaofthiscon飴rencewasconceivedin1974，OntheoccasionofthelStInt．

Con偽rence on Production Engineering held joindy byJapan Society hr Precision

EngineeringandCIRPinTbky0．
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Sinceonlylroom－1daywasauottedtothe丘）rmingsessionhr15papersin・this

machiningbiased conference，Iasked atthis sessionpersonal1y opinions ofthe

Participants abouthavinganinternationalconference specia止zedin丘）rming or

teclm0logyofplasticity・Thismetwithareaction＆omdomesdcasweuasfbreign

participants．

Amongtheforeignparticipants，thesewereProfs，ThomsenandlateKobayashi，Dr．

Pugh，Profs，LangeandAvitzur，YbungMessrs．M．GeigerandE．Dannenmannfr。m

Stuttgart．

AmongthosepeopleJProf・LangeSuPPOrtedthisideamostpositivelyandheeven

SuggeStedmetomakeastartinJapanWiththeorganizationoftheJapanSocietybr

TbchnologyofPlasticity・OrJSTPhavingab0－1t2，500me血bersatthattime．TlmSthe

ideacametruelOyearslaterasthelStICTPinTbkyo，Sept．1984．

Tbwardtheendofthatyear，Prof・LangeWrOtetOmethatheandhiscolleaguesin

GermanyWOuldundertakethe2ndICTPIThisuneXPeCtedproposalpleasedmevery

muchbecausethe conferencewetriggeredthllSbecame actuallyinternationaland

COn也nuative．

NowJpresumeyouallhaveinyourhandstwotableaboutsomedataofthepast＆

PreSentICTPsJWhichIworkedoutcomputerunaidedusingtheconferenceprogramS

andparticipantS－1istsandwiththeaidofMr・Ch・Hinzel，U血versityofErlangen＆Prof．

Azushima，YbkohamaNationallユniversi卸Iama丘aidsomeoftheノdataaren。tC。rreCt．

ButIhopetheyaresufficientlycorrectforyoutorecal1andappraisetheconfbrences．

Fromtまble－1，itisclearthattheaverage．scaleoftheICTPseriegwithregardtothe

numberofparticipatingcountriesandsubmittedpapershasincreasedsteadily．The

PreSent6theICTPhasestablishedtheworldrecordsinthenumbersofparticipation

CO一皿tries＆peopleandsllbmittedpapers・ThisindicatesthattheseriesofICTPhas

encoWagedmoreandmorecolleaguesoftechnologyofplasticityoftheworldleadingto

improvementintheirsocialstanding．

Fromtable2，yOuWill丘ndthatparticipationofJapanintheseriesofICTPstandolユ七．

JapaneSeCOlleaguessubmittednearly40％ofthetotalpapers．Ofcourse，Ⅰknowthata

quantitative co地ibution does not necessarilyimply a qllalitative contribution．

Nevertheless・J can sayJapanese colleagues shouldered abollt40％ofthe total

regisb：ationfee．
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WhatIrea］ユywanttOSaynOWisnotblowingolはOWntrl皿Pet．Instead，IwanttOShow

yollahistoriCalfactthattheJapaneserapidindustrialprogressafterthe2ndworldⅥhr，

asisseenintheproductionofsteelsandcarshadowedessentiallytotheteclm0logyof

Plasticity．Thisisreflectedinthepresentlyabolユt4，000membersofJCTPandtheir

POSitiveparticipationintheICTP．

Thatistosay，aCtiveresearchanddevelopmentofteclm010gyofplasticitycanbring

forthprosperitytoanyCOuntry・IamofopimionhoweverthatthisbecomestrueOnly

WhentheworkiscarriedincloseconjunCtionwithengineersinindustry．Thisiswhy．I

tried to co11nt the nⅧ1ber of participantS　fromindlユStryin　the Tables．The

Parenthesi2；ed五guresindicateit．Itisun放）rtunatelynothighenoughyet．

Takingthisopportunity，IwillshowyouanOtherpro且toftheteclm010gyofplasticityIt

ishealthylonglife・Ybuwillseethelivingwitnesseslike93yearsoldProf．E．Thomsen，

famolユSWiththevisioplasticitymethodheattendedthelastICTfミ85yearsoldDr．Pllgh

kn0wnaSSPeCialistinhydrostaticextruSion，and80yearsoldandstillactiveProf．

Lange，eVerybodyknowshim・Imyselfamwiungtobealivingwitnesstoo．Iamslユreat

theICTPsinthe21Stcentl∬yyOuWillseemoreandmorewitnesses．

FinallyletmedisclosetoyollaSeCrettieconnectingthemostofthepastICTPs．Thistie

extendsfr0mgreatlateProf・0．Kienzlewhoheld．thechairofMachine－TboIs＆M短．

Tbclm0logyattheT．U．ofBerlinfrom1934to44andthenattheT．H．ofHannoveruntil

1961or1962．

Prof・K・Lange，ChairmanOftheOrganizingcommittee食）rthe2ndICTPenteredtheT且

OfHannoverin1939．A氏eramilitaryservicefrom1940，hecamebacktotheT．H，in

1946，Whenhe metProf．Kienzle．He made Dipl．Under Prof．menzlein1949and

WOrkingasassistant，hemadeDr．Eng．In1953．HelefttheT．H．in1957．

Ⅰ，ChairmanoftheOrgamZlngCOmmittee放）rthelstICTRstayedasvisitingcoworker

atProf．menzle’sInstitutefromJulytoDecember，1959．

IncidentallyiProf・T・Altan，theChairmanOftheorganizingcommitteethe5thICTPwas

assistant・helperatthesameInstituteatabolltthesametimeandhemadeDipl．there

in1962・Wedidnotrecogmizeeachotherthen・Probablybecausewebothwereworking

sohard．
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Prof・M・Oyane，ChairmanOftheorganizingcommitteehrthe3rdICTPalsostayedat

thesameInstitutefromDecember1965toNovember1966asvisitingProfbssor．Hetook

hisseatintheo皿ceofProf．EmeritusKienzle．

ThelastICTPofthe20thcenturyisbeingchairedbyProf・M・Geiger，agrandstudentof

Prof・menZle，aCCOrdingtoaJapaneSeWayOfexpression．

Idoubtofthepresentsecrettiewillextend・tOthe21Stcenttuy・ButIbelieveotuyoung

mllStCOntinue to grow，aSlongasthepeople continue to desire tolivebetterwith

healthyenvironment．

Ladiesandgentlemen，MeineDamenllndHerren・Thankyoufbryourkind．attentionl

andbegyourpardonbrspoilingyourappetite．

I CTPの15年

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

組感委貞長および組織委貞のみなさん、　　　　　　　　　　　、

同僚および友人のみなさん

紳士、淑女のみなさん

先ず、ガイガ一教授とICTP実行チームのガイガー研究室の皆さんに、第6回ICT

P会議の開催を成功裏にすぼらしく運営されたことにお香び申し上げます。この場をお借

りして、昨日、JSTP精密鍛造国際学術賞を受賞された、私の先輩でもある、デビッド・

ビュー博士とクルト・ラング教授に心からお喜び申し上げます。

この会議の主題である塑性技術、「TP」またはteclm0logyofplasticity、という言葉に

なじみがない方々も居られるかと思いますので、この言葉について少し説明を加えさせて

頂きたいと思います。英語でPlasdcityドイツ語でBiltsamkeiteと言われる「塑性」は

「容易に変形出来る」、または「粘土のように成形できる」という材料特性です。塑性技術、

Tbclm0logyofPlasticity、は最小の材料消費で人類の生活水準上げるために、例えば、鉄鋼

やアルミの板、樺、管、ボルト、ナット、自動車部品などの製造する時にplasticityすなわ

ち塑性を利用する技術のことです。従って、塑性技術恥chnolo訂OfPlas加ityは土器や金

属器の生産として出発した、人類にとって最も長い歴史のある技術の一つです。

私たちは、公式には第6回で15年日になるICT．Pの誕生日を現在祝っています。実

際には、この会議のアイデアは1974年に精密学会とC工RP（国際生産加工学会）の

共催により東京で開催された第1回生産工学会議の時に始まっています。切削が中心の生

産工学会議では、塑性加工関係の15論文のセッションに対し、1室だけが1日割り当て
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られました。私はこのセッションの出席者に対して、塑性加工または塑性技術に特化した

国際会議を開催することについて、個人的な意見を聞きました。これに対し、国内国外の

出席者から反応がありました。

外国からの出席者の中にはトムセン教授、故小林教授、ビュー博士、ランゲ、アビツー

ル、ヤン教授、スッツトガルト大学のM．Geiger氏とDannennmann氏が居られました。

これらの人々の中で、ラング教授はこのアイデアを最も強力にサポートし、当時会員数2

500人の日本塑性加工学会が組織して、日本において始めることをすすめました。この

アイデアは10年後に実現し、1984年9月に第1回ICTPが東京で開催されました。

その年の終わりに、ランゲ教授は彼と彼の同僚がドイツで第2回ICTPを開催したいと

の手紙を私にくれました。この思いも寄らぬ提案により、我々が始めた会議が本当に国際

的に継続されるものになると考え、私は大変嬉しくおもいました。

会場の皆さん全員が手元に「ICTPの過去と現在」という2枚の表を持っておられると

思います。これは、今までの会議のプログラムと出席者リストを用い、エルラングン大学

のヒンゼル氏や横浜国立大学の小豆島教授の助けを得て、私がコンピュータなしで作成し

たものです。もしかしたら、データに正確でない所があるかも知れません。しかし、この

過去の会議を思いだし、評価するのに十分に正しいものと期待します。

蓑1から出席者数、参加国数、発表論文数などの点からはI CTPは確実に発展してい

ることが分かります。現在の第6回ICTPは出席者数、参加国数、論文数で世界記録に

なっています。このことは、一連のICTPが世界各地の塑性技術の仲間が、彼らの社会

的な立場を高めるのに役立ったことを意味しています。

蓑2から、一連のICTPにおいて日本の出席者が群を抜いていることが分かると思い

ます。日本の仲間が全体の論文の40％を提出しています。量的な貢献が必ずしも質的な

貢献を意味しないことは知っています。しかしながら、日本の仲間が全体の会費の40％

を出していることは言えます。私が今言いたいことは（日本が塑性加工で成功したと）勝

利のトランペットを吹くことではありません。そうではなく、鉄鋼や自動車の生産に見ら

れるように、第2次世界大戦後の日本の急速な工業化が、基本的に塑性加工の技術に負っ

ているという、歴史的事実を示したいということです。これは日本塑性加工学会の現在の

4000人に及ぶ会員数と、彼らのICTPへの出席へ反映されています。

このことは、塑性技術の活発な研究開発はどの国にも繁栄をもたらすということです。

しかし私は、研究が産業界の技術者と密接な関係をもってなされた時にのみこれは正しい

と、考えています。これが、表において産業界からの出席者数を調べようとした理由です。

カッコの中の数字はそれです。残念なことに、産業界からの出席はまだ十分に多数にはな

っていません。

この機会を利用して、塑性技術の他の側面を紹介したいと思います。これは塑性技術が

健康的な長寿に関係あるということです。皆さんは生き証人として、前回のICTPに出

席された格子線解析法で有名な93才のトムセン教授、静水圧押出の専門家で知られる8
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5才のビュー博士、皆さんご存じの80才で現在も活躍中のラング教授を見られるでしょ

う。私も生き証人になりたいと思っています。21世紀のI CTPで皆さんはもっと多く

の証人をご覧になると思います。

最後に、過去のI CTPに関係した不思議な因縁話を公開したいと思います。これは、

1934年から1944年までベルリン工科大学で、その後1961または62年までハ

ノーバー工科大学で工作機械と生産技術の講座を担当された、偉大な故キンツレ一教授に

絡む話です。第2回ICTPの運営委員長のラング教授は1939年にハノーバー工科大

学に入学しました。1940年からの兵役の後、彼は1946年にハノーバー工科大学に

戻りキンツレ一教授と出会いました。彼はキンツレ一教授の元で1949年にデイプロム

（修士相当）を取得し、助手として働き、1953年に博士号を取得、1957年に大学

を離れました。第1回I CTPの運営委貞長の私は、1959年12月からキンツレ一教

授の研究所に客員共同研究者として滞在しました。偶然にも、第5回ICTPの運営委員

長のアルタン教授は殆ど同じ頃、同じ研究所で副手をしており、1962年七デイプロム

を取りました。その時には我々はお互いに面識がありませんでした。多分我々両方とも、

研究に打ち込んでいたのでしょう。第3回ICTPの運営委員長の大矢根教授は同じ研究

所に1965年12月から1966年11月まで客貞教授として滞在しました。彼はキン

ツレー名誉教授の部屋に居ました。

20世紀の最後のICTPはガイガ一教授が委員長をしていますが、日本の言い方では

キンツレ一教授の孫弟子ということになります。私はこの運命の糸が21世紀まで繋がる

とは思いません。しかし、我々の若者達は、人々が健康な環境でよりよく生きたいと願う

限り、成長を続けなければなりません。

紳士淑女の皆さん、食事の節の大切な時に、ご静聴いただき、ありがとうございました。
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